
愛知用水概説
ドラマチックに語られることが多かった愛知用水。

しかし、実現に向けた多くの苦難と、それを乗り越えるための努力の話を、

単に、過去の偉大な出来事として片付けてはいけない気がします。

愛知用水に何を学び、今と将来にどう生かすのか。

理解の一助として、編集部でまとめてみました。

4

お
手
本
は
明
治
用
水

愛
知
用
水
の
萌
芽
は
、
明
治
用
水
に
あ

る
、
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

碧
海
郡

へ
き
か
い
ぐ
ん

和
泉
村
（
現
・
安
城
市
和
泉
町
）
の

豪
農
都
築

つ
づ
き

弥
厚

や
こ
う

（
１
７
６
５
〜
１
８
３
３
年
）

が
、
碧
海
台
地
に
矢
作

や
は
ぎ

川
の
水
を
引
き
新

田
開
発
す
る
計
画
を
立
て
た
。
１
８
２
７

年
（
文
政
10
）
『
三
河
国
碧
海
郡
新
開
一
件

願
書
』
を
ま
と
め
「
碧
海
台
地
が
原
野
の

ま
ま
で
あ
る
理
由
は
用
水
が
な
い
た
め
」

と
し
て
、
幕
府
勘
定
奉
行
に
用
水
路
施
工

を
願
い
出
た
。
１
８
３
３
年
（
天
保
４
）
、

幕
府
は
計
画
を
許
可
し
た
が
、
同
年
都
築

は
病
没
。
都
築
の
死
後
、
地
元
の
反
対
も

あ
り
計
画
は
頓
挫
し
た
。
の
ち
に
岡
崎
の

庄
屋
伊
豫
田

い
よ
だ

与
八
郎

よ
は
ち
ろ
う

（
１
８
２
２
〜
１
８
９

５
年
）
と
石
井
新
田
（
現
・
安
城
市
石
井

町
）
の
農
民
岡
本
兵
松

ひ
�
う
ま
つ（

１
８
２
１
〜
１
９

０
３
年
）
が
都
築
の
志
を
引
き
継
ぎ
完
成
さ

せ
る
。

愛
知
県
豊
田
市
で
矢
作
川
か
ら
取
水
し
、

安
城
市
、
豊
田
市
、
岡
崎
市
、
西
尾
市
、

碧
南
市
、
高
浜
市
、
刈
谷
市
、
知
立
市
に
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愛知用水の水源
長野県木曽郡王滝村と木曽町にまたがる牧尾ダム

（1961年〈昭和36〉完成）

岐阜県恵那市の阿木川ダム　　（1990年〈平成2〉  完成　都市用水・洪水調節）

長野県木曽郡木祖村の味噌川ダム

（1996年〈平成8〉  完成　都市用水・洪水調節）

牧尾ダムの水没地域

土地面積　約235ha

三岳村（現・木曽町三岳）の和田、黒瀬の2地区　42戸、206名

王滝村の淀地、崩越、田島、三沢の4地区　198戸、797名

幹線水路
岐阜県可児市と八百津町にまたがる兼山ダム（関西電力管理）の

愛知用水取水口から美浜町の美浜調整池までの112km

支線水路
幹線水路から分岐した農業用水の総延長1012 km

愛知用水土地改良区 （1952年〈昭和27〉設立）

組合員数　3万2085名

地区面積　1万3584.6ha

関係市町　24市町

（犬山市、小牧市、春日井市、名古屋市、尾張旭市、瀬戸市、

長久手町、日進市、東郷町、豊明市、みよし市、豊田市、

刈谷市、知立市、大府市、東海市、東浦町、阿久比町、

半田市、知多市、常滑市、武豊町、美浜町、南知多町）

管理組織   管理区105、

管理班641 （2010年4月1日現在）　

右ページ上から：木曽川疎水運動の発起人であり、愛知用水の生みの親である久野庄太
郎さん。愛知用水概要図を完成させ、久野さんと二人三脚で運動に参加した浜島辰雄さ
ん。犠牲者追悼のために、久野さんがつくった観音像。工事現場の土を使って、500体つ
くられた。これは愛知県・大府にある愛知用水土地改良区の建物内に安置されている。
左ページ：長大な水路の途中に調整池として設けられた愛知池。周回道路は市民の憩い
の空間になっている。　写真提供：（独）水資源機構愛知用水総合管理所



愛知用水概説5

水
を
供
給
し
、「
日
本
の
デ
ン
マ
ー
ク
」
と

教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
ほ
ど
、
画
期
的
な

成
功
を
収
め
た
。

こ
の
明
治
用
水
の
成
功
を
知
る
知
多
郡

富
貴
村
（
現
・
武
豊
町
）
の
元
村
長

森
田

萬
右
衛
門

ま
ん
え
も
ん

（
１
８
５
２
〜
１
９
３
４
年
）
は
、

「
碧
海
郡
に
明
治
用
水
が
あ
る
よ
う
に
、
知

多
郡
に
も
木
曽
川
か
ら
用
水
を
導
き
た
い
」

と
こ
と
あ
る
ご
と
に
語
っ
た
。

水
不
足
に
苦
し
む
知
多

知
多
半
島
は
台
地
状
の
地
形
の
た
め
に
、

木
曽
川
や
矢
作
川
と
い
っ
た
大
河
川
は
半

島
を
中
心
と
し
て
左
右
に
分
か
れ
、
伊
勢

湾
と
三
河
湾
に
注
い
で
し
ま
う
。
大
き
な

川
が
な
い
た
め
に
、
雨
が
降
っ
て
も
す
ぐ

に
水
が
海
に
流
れ
て
し
ま
い
、
ま
た
地
質

的
に
地
下
水
も
得
に
く
い
た
め
に
、
長
ら

く
水
不
足
に
苦
し
ん
で
き
た
。「
知
多
の
豊

年
米
食
わ
ず
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る

が
、
知
多
半
島
が
豊
年
の
年
は
、
他
の
地

方
は
水
害
で
米
が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
。

そ
れ
ほ
ど
、
水
が
足
り
な
い
地
域
で
あ
っ

た
。農

業
も
天
水
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
た

め
、
皿
池
と
呼
ば
れ
る
浅
く
小
さ
な
溜
め

池
が
数
多
く
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
数
は
１

万
３
０
０
０
と
も
１
万
５
０
０
０
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。

溜
め
池
か
ら
田
ん
ぼ
へ
水
を
入
れ
る
の

も
、
当
時
は
す
べ
て
人
力
。
溜
め
池
横
の

田
を
一
段
、
そ
の
上
の
田
を
二
段
と
数
え
、

ま
ず
は
一
段
の
田
を
満
杯
に
し
、
そ
の
水

を
さ
ら
に
二
段
の
田
へ
運
ぶ
こ
と
を
二
段

替
え
、
も
う
一
段
上
の
田
に
入
れ
る
こ
と

を
三
段
替
え
と
い
っ
た
。
桶
を
担
い
で
坂

を
上
る
か
、
跳
ね
つ
る
べ
を
使
う
大
変
な

労
働
だ
っ
た
。
田
ん
ぼ
１
枚
を
一
杯
に
す

る
の
に
、
桶
で
３
０
０
０
杯
か
か
る
と
い

わ
れ
た
。

久
野
庄
太
郎
の
決
心

愛
知
用
水
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
知
多

郡
八
幡
村
（
現
・
知
多
市
八
幡
町
）
の
農
民

久
野
庄
太
郎
（
１
９
０
０
〜
１
９
９
７
年
）
は
、

貧
し
い
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
尋

常
小
学
校
に
通
っ
た
が
そ
れ
さ
え
も
弟
の

子
守
り
で
思
う
よ
う
に
ま
か
せ
な
か
っ
た
。

11
歳
に
な
っ
た
と
き
に
、
こ
の
地
方
の
出

稼
ぎ
仕
事
で
あ
る
「
万
歳
」
に
行
く
よ
う

に
な
る
。
太
夫
と
才
蔵
が
演
じ
る
江
戸
時

代
か
ら
あ
る
伝
承
芸
能
で
、
大
府
駅
か
ら

東
京
へ
向
か
う
臨
時
列
車
、「
万
歳
列
車
」

が
出
る
ほ
ど
盛
ん
だ
っ
た
。

水
に
苦
労
し
た
経
験
か
ら
、
の
ち
に
発

動
機
と
ポ
ン
プ
を
手
に
入
れ
た
久
野
は
、

１
９
４
７
年
（
昭
和
22
）
の
大
旱
魃
の
際
は
、

年
寄
り
や
戦
争
に
夫
を
取
ら
れ
た
家
々
を

訪
ね
て
、
昼
夜
を
惜
し
ま
ず
水
を
汲
ん
だ
、

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
っ
て
い
る
。

貧
し
い
な
が
ら
も
勉
学
に
励
み
、
積
極

的
に
農
業
の
多
角
経
営
に
も
乗
り
出
し
て
、

父
彦
松
と
と
も
に
篤
農
家
と
し
て
知
ら
れ

る
ま
で
に
成
長
し
た
久
野
は
、
17
歳
の
と

き
に
森
田
萬
右
衛
門
の
話
を
聞
き
、
感
銘

を
受
け
て
い
る
。

１
９
４
７
年
（
昭
和
22
）
３
月
、
久
野
は

農
業
問
題
を
昭
和
天
皇
に
ご
進
講
す
る
機

会
が
あ
り
、
激
励
を
受
け
た
こ
と
か
ら
木

曽
川
疎
水
実
現
の
決
心
を
す
る
。
ど
ん
な

に
努
力
し
て
も
水
が
な
け
れ
ば
報
わ
れ
な

い
と
い
う
長
年
の
悔
し
さ
と
、
明
治
用
水

の
成
功
を
知
っ
て
「
水
さ
え
あ
れ
ば
、
皆

が
幸
せ
に
な
れ
る
」
と
い
う
確
信
が
あ
っ

て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

農
聖
と
呼
ば
れ
た
安
城
農
林
学
校（
当
時
）

初
代
校
長
の
山
崎
延
吉
は
毎
年
５
月
５
日

に
〈
つ
つ
じ
の
会
〉
と
称
し
て
篤
農
家
を

集
め
研
究
会
を
主
宰
し
て
い
た
。
山
崎
は

碧
海
郡
地
域
の
農
業
指
導
に
あ
た
り
、「
日

本
の
デ
ン
マ
ー
ク
」
と
し
て
先
進
的
農
業

地
帯
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
指
導
者
で
も

あ
っ
た
。
１
９
４
８
年
（
昭
和
23
）
、
久
野

は
そ
の
席
上
で
用
水
運
動
へ
の
思
い
を
語

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
久
野
は
49

歳
に
な
っ
て
い
た
。

参
加
者
か
ら
無
謀
な
計
画
で
あ
る
と
懸

念
す
る
声
が
上
が
る
中
、
山
崎
は
「
技
術

的
に
可
能
が
あ
る
な
ら
、
吾
輩
も
余
生
を

傾
け
て
協
力
し
よ
う
」
と
約
束
し
て
く
れ

た
。

久
野
と
浜
島
の
出
会
い

一
方
、
も
う
一
人
の
立
役
者
、
浜
島
辰

雄
は
１
９
１
６
年
（
大
正
５
）
に
豊
明
村

（
現
・
豊
明
市
）
の
豊
か
な
農
家
に
６
人
兄
弟

の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
８
歳
の
と

き
に
父
親
か
ら
溜
め
池
の
水
番
を
頼
ま
れ

た
が
、
子
供
だ
っ
た
こ
と
か
ら
水
泥
棒
を

阻
止
で
き
ず
に
悔
し
い
思
い
を
経
験
し
て

い
る
。
愛
知
県
立
安
城
農
林
学
校
（
当
時
）

か
ら
三
重
高
等
農
林
学
校
に
進
み
、
卒
業

後
は
南
満
州
鉄
道
調
査
部
、
名
古
屋
陸
軍

幼
年
学
校
教
官
を
経
て
、
母
校
で
あ
る
安

城
農
林
学
校
（
当
時
）
の
教
職
に
就
い
た
。

こ
の
二
人
を
出
会
わ
せ
た
の
は
、
１
９

４
８
年
（
昭
和
23
）
７
月
18
日
付
け
の
中
部

日
本
新
聞
尾
張
版
の
記
事
で
あ
る
。
久
野

の
活
動
を
取
り
上
げ
た
「
発
展
す
る
知
多

の
夢
。
そ
の
名
も
愛
知
用
水
」
と
い
う
記

事
を
読
ん
だ
浜
島
は
、
早
速
久
野
を
訪
ね

て
意
気
投
合
す
る
。
満
州
で
の
経
験
を
生

か
し
て
、
浜
島
は
愛
知
用
水
の
概
要
図
を

書
い
た
。
当
時
の
吉
田
茂
首
相
に
愛
知
用

水
建
設
の
陳
情
に
行
っ
た
と
き
に
説
得
で

き
た
の
も
、
多
く
の
賛
同
者
を
得
ら
れ
た

の
も
、
こ
の
概
要
図
に
因
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
実
に
精
密
で
、
完
成
水
路
と
重
ね

て
み
て
も
、
ほ
ぼ
90
％
が
合
致
し
て
い
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
、
浜
島
が
果
た
し
た

役
割
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。

久
野
と
浜
島
は
15
歳
の
年
の
差
が
あ
っ

た
が
、
互
い
に
尊
敬
し
合
い
、
生
涯
の
善

き
友
で
あ
っ
た
。
久
野
は
「
無
欲
の
者
に

は
無
欲
の
人
が
よ
く
解
る
。
無
欲
の
同
志

は
身
分
、
学
歴
、
年
齢
な
ど
を
超
越
し
て
、

直
に
仲
良
し
に
な
る
」
と
浜
島
に
語
っ
た

と
い
う
。

愛
知
用
水
期
成
同
盟
会
発
足

１
９
４
８
年
（
昭
和
23
）
は
、
愛
知
用
水

運
動
が
大
き
く
進
展
し
た
年
で
あ
っ
た
。

久
野
は
ま
ず
、
戦
時
中
、
東
海
軍
管
区

司
令
長
官
岡
田
中
将
の
幕
僚
と
し
て
知
多

に
来
て
面
識
が
あ
っ
た
緋
田

あ
け
だ

工
た
く
み

元
・
特
高

警
察
官
を
用
水
運
動
の
指
導
者
と
し
て
迎

え
る
。
次
に
地
元
有
志
を
集
め
て
、
農
村

同
志
会
の
下
打
ち
合
せ
を
行
な
っ
て
い
る
。

農
村
同
志
会
に
働
き
か
け
て
、
運
動
の
推

進
母
体
で
あ
る
〈
愛
知
用
水
開
発
期
成
同

盟
会
〉
を
発
足
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

こ
の
年
の
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、



賛
同
者
を
募
る
た
め
に
久
野
ら
は
説
明
会

を
開
い
た
。
集
ま
っ
た
聴
衆
の
心
を
引
き

つ
け
る
の
に
浪
曲
「
開
け
ゆ
く
安
城
ヶ
原

—
偉
人
弥
厚
と
日
本
の
デ
ン
マ
ー
ク
」（
三

門
博
作
）
を
梅
ヶ
枝

う
め
が
え

鶯
を
招
い
て
披
露
し
た
。

聴
衆
が
感
動
し
て
聞
き
入
っ
た
あ
と
に
、

久
野
が
お
お
よ
そ
縦
４
ｍ
横
２
ｍ
も
あ
る

大
き
な
「
愛
知
用
水
概
要
図
」
を
掲
げ
て

説
明
し
た
。
話
も
聴
衆
を
魅
了
し
て
人
気

を
博
し
、
各
町
村
と
も
競
っ
て
説
明
会
を

行
な
っ
た
。
延
べ
70
回
に
及
ぶ
説
明
会
の

成
果
も
あ
っ
て
、
知
多
半
島
の
１
市
25
町

村
す
べ
て
が
参
加
す
る
愛
知
用
水
開
発
期

成
会
が
設
立
さ
れ
た
。

当
時
の
知
多
半
島
で
唯
一
の
市
で
あ
っ

た
半
田
市
は
、
何
事
を
起
こ
す
に
あ
た
っ

て
も
、
中
心
と
な
る
習
わ
し
と
な
っ
て
い

た
。
半
田
は
水
こ
そ
得
に
く
か
っ
た
が
、

海
運
業
や
醸
造
業
で
栄
え
た
土
地
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
森
信
蔵
半
田
市
長
に
〈
愛

知
用
水
開
発
期
成
同
盟
会
〉
発
足
の
折
に

は
会
長
に
就
任
す
る
よ
う
に
要
請
し
て
快

諾
を
得
る
。

東
京
へ
の
陳
情

１
９
４
８
年
（
昭
和
23
）
年
末
、
予
算
編

成
以
降
な
る
べ
く
早
く
陳
情
に
来
る
よ
う

に
と
農
林
省
開
拓
局
（
当
時
）
か
ら
連
絡
が

入
っ
た
。
農
村
同
志
会
の
メ
ン
バ
ー
16
名

が
上
京
し
、
局
長
の
伊
藤
佐

た
す
く

、
久
野
の
説

明
に
続
き
、
浜
島
が
概
要
図
を
広
げ
て
説

明
を
し
た
。

偶
然
、
三
重
高
等
農
林
学
校
時
代
の
農

業
土
木
担
任
教
授
で
陸
上
競
技
部
の
監
督

教
官
で
あ
っ
た
松
田
俊
正
建
設
部
専
門
官

が
居
合
わ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
幸
先
の

良
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

会
議
終
了
後
に
、
あ
る
面
会
の
チ
ャ
ン

ス
が
突
然
回
っ
て
き
た
。
巣
鴨
拘
置
所
か

ら
昨
晩
釈
放
に
な
っ
た
岸
信
介
が
弟
で
官

房
長
官
の
佐
藤
栄
作
の
自
宅
に
い
る
の
で

来
な
い
か
、
と
い
う
誘
い
で
あ
っ
た
。
緋

田
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
差
配
で
あ
る
。

こ
の
面
会
は
翌
朝
の
吉
田
茂
首
相
へ
の

陳
情
に
つ
な
が
っ
た
。
５
分
の
約
束
が
40

分
を
超
え
た
こ
ろ
、
ワ
ン
マ
ン
宰
相
の
鶴

の
一
声
が
上
が
っ
た
。「
食
糧
増
産
、
失
業

対
策
、
よ
い
で
は
な
い
か
」

夢
と
し
て
始
ま
り
、
久
野
が
「
自
分
の

生
き
て
い
る
間
に
は
実
現
は
不
可
能
で
は

な
い
か
」
と
考
え
た
愛
知
用
水
へ
の
長
い

道
の
り
が
、
一
挙
に
縮
ま
っ
た
瞬
間
で
あ

っ
た
。

挫
折
と
再
生

久
野
と
浜
島
の
愛
知
用
水
に
賭
け
る
情

熱
は
、
己
や
家
族
を
犠
牲
に
す
る
ほ
ど
の

も
の
だ
っ
た
。

昼
間
は
安
城
農
林
高
校
（
１
９
４
８
年

〈
昭
和
23
〉
改
称
）
教
員
と
し
て
働
き
な
が
ら
、

寝
る
間
も
惜
し
ん
で
図
面
を
引
く
浜
島
の

身
体
を
心
配
し
た
妻
の
と
し
ゑ
と
口
論
に

な
り
、
心
血
を
注
い
だ
概
要
図
を
燃
や
さ

れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
職
場
の
上
司
の
配
慮
か
ら
、
通
勤
に

便
利
な
県
立
半
田
農
業
高
校
へ
転
勤
と
な

っ
た
。

１
９
５
２
年
（
昭
和
27
）
、
農
林
官
僚
か

ら
愛
知
用
水
土
地
改
良
区
理
事
長
に
就
任

し
て
い
た
伊
藤
佐
は
、
用
水
事
業
の
推
進

の
た
め
に
衆
議
院
議
員
に
立
候
補
し
た
。

浜
島
は
、
そ
の
筆
頭
秘
書
を
務
め
る
た
め

に
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。「
労
多
く
、

資
金
面
で
も
大
変
な
無
駄
遣
い
だ
っ
た
」

（
浜
島
が
後
述
）
こ
の
選
挙
で
、
浜
島
は
退
職

金
12
万
円
を
す
べ
て
失
い
、
久
野
も
破
産

の
遠
因
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
。

一
方
の
久
野
は
、
愛
知
用
水
運
動
に
没
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第
一
次
世
界
大
戦

終
わ
る

関
東
大
震
災

世
界
大
恐
慌

東
名
高
速
道
路 

全
面
開
通 

米
・
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
、 

変
動
相
場
制
を
導
入 

G
N
P
戦
後
初
の 

マ
イ
ナ
ス
成
長 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結 

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争  

 

   

 
 

   

 

日
中
戦
争

第
二
次
世
界
大
戦

始
ま
る

第
二
次
世
界
大
戦

終
結

東
京
タ
ワ
ー 

今
上
天
皇
ご
成
婚

所
得
倍
増
・
高
度
成
長 

キ
ュ
ー
バ
危
機 

東
海
道
新
幹
線
開
通 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催 

 

大
阪
万
博

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク 

 

 

 

 

     

  

新
東
京
国
際
空
港

（
成
田
）開
港

札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

沖
縄
返
還 

真
珠
湾
攻
撃

　　　

 

　

　

 

　　　　

 

　

　

 

　

 

 

　

 

　

 

 

 

　　　　　　　　　

 

２
月
２
日
　
牧
尾
ダ
ム
仮
排
水
ト
ン
ネ
ル
工
事
掘
削

現
場
の
班
長
が
命
を
失
う
。
最
初
の
犠
牲
者
。

６
月
11
日
　
牧
尾
ダ
ム
補
償
協
定
書
・
付
属
協
定
書
・

覚
書
を
三
岳
・
王
滝
両
村
と
締
結
。

12
月
１
日
　
長
野
県
知
事
よ
り
牧
尾
ダ
ム
本
工
事
実

施
許
可
あ
り
、即
日
工
事
を
開
始
。

2
月
20
日
　
三
好
池
工
事
完
了
。

11
月
1
日
　
東
郷
調
整
池
（
愛
知
池
）
着
工
。

2
月
　
顔
戸（
岐
阜
県
可
児
郡
御
嵩
町
）頭
首
工
完
成
。 

2
月
18
日
　
兼
山
取
水
口
工
事
開
始
。 

5
月
28
日
　
牧
尾
ダ
ム
工
事
完
了
。

6
月
23
日
　
愛
知
用
水
テ
ス
ト
、夢
の
水
が
1
1
2

km
を
通
っ
て
終
点
の
美
浜
町
内
福
寺
に
到
着
。

9
月
30
日
　
愛
知
用
水
通
水
式
。

12
月
　
愛
知
用
水
工
業
用
水
道
第
一
期
事
業
営
業
開

始
（
上
野
浄
水
場
給
水
開
始
）。

5
月
1
日
　
水
資
源
開
発
公
団
発
足
。 

10
月
　
離
島
振
興
法
に
よ
り
海
底
送
水
管
で
師
崎
―

篠
島
・
日
間
賀
島
送
水
開
始
。 

5
月
1
日
　
佐
布
里
ダ
ム
完
成
。

10
月
　
木
曽
川
水
系
水
資
源
開
発
基
本
計
画
決
定
。 

10
月
　
愛
知
用
水
公
団
の
水
資
源
開
発
公
団
へ
の
統

合
。 

5
月
18
日
　
知
多
市
佐
布
里
池
湖
畔
に
愛
知
用
水
神

社
・
愛
知
用
水
水
利
観
音
を
建
立
。 

12
月
16
日
　
愛
知
用
水
二
期
事
業
促
進
期
成
同
盟
会

設
立
総
会
（
会
長 

山
田
紀
男
）。

　

 

 

　

 

　　　

 

　　　　

　

　　

 

 

　

　

 
　

 

 

 

　

 

　

 

　　

　

 

知
多
郡
富
貴
村
長
の
森
田
萬
右
衛
門
は
農
民
た
ち

に
、碧
海
郡
の
明
治
用
水
の
例
を
引
き
、知
多
も
木
曽

川
か
ら
用
水
を
導
い
て
農
業
を
根
本
的
に
改
良
す
べ

き
で
あ
る
、と
説
い
た
。
17
歳
の
久
野
庄
太
郎
も
、森

田
の
話
を
聞
い
て
い
る
。

久
野
庄
太
郎
、知
多
郡
農
会
の
農
村
研
究
員
、米
穀
改

良
委
員
、拓
殖
研
究
員
と
し
て
、農
村
問
題
に
取
り
組

み
、農
業
経
営
の
改
善
、稲
作
の
改
良
な
ど
に
努
力
。 

2
月
　
ま
た
、父 

彦
松
と
と
も
に
、親
子
優
良
農
家
と

し
て
愛
知
県
知
事
篠
原
英
太
郎
よ
り
表
彰
を
受
け
る
。 

愛
知
県
議
会
の
神
戸
真
議
長
、木
曽
川
疎
水
計
画
を

作
成
す
る
も
、ダ
ム
で
水
没
す
る
住
民
、水
利
権
を
主

張
す
る
下
流
の
住
民
の
反
対
で
計
画
は
頓
挫
。 

久
野
庄
太
郎
、愛
知
県
知
多
郡
八
幡
村
販
売
購
買
組

合
を
設
立
。
ま
た
、有
栖
川
宮
農
業
功
労
章
を
受
章
。

中
部
地
方
大
旱
魃
、特
に
知
多
半
島
は
災
害
激
甚
。

久
野
庄
太
郎
、精
農
家
と
し
て
勤
労
顕
功
章
（
農
林

大
臣
）
を
受
章
。

中
部
地
方
大
旱
魃
、特
に
知
多
半
島
は
災
害
激
甚
。

11
月
　
久
野
庄
太
郎
、愛
知
県
の
農
業
事
情
御
視
察

の
た
め
昭
和
天
皇
が
御
行
幸
に
な
っ
た
節
に
、安
城

農
業
試
験
場
に
お
い
て
御
前
講
演
を
実
施
。

5
月
5
日
　
久
野
庄
太
郎
、知
多
農
村
同
志
会
（
会

員
、農
村
自
営
者
を
中
心
に
約 

1
0
0
0 

名
）
を
設

立
、第
1
回
会
長
に
推
挙
。

　

〈
戦
災
・
天
災
〉

〈
天
災
・
事
故
〉

〈
世
界
銀
行
関
連
〉
〈
金
融
・
経
済
〉

〈
運
営
・
工
事
〉 

〈
水
資
源
機
構
関
連
〉 

愛
知
用
水
年
表 

愛
知
用
水
に
か
か
わ
る
出
来
事
 

世
の
中
の
動
き
 

（
独
）水
資
源
機
構
愛
知
用
水
総
合
管
理
所
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
編
集
部
で
作
成
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頭
す
る
た
め
に
家
業
を
家
族
に
ま
か
せ
た

だ
け
で
な
く
、
活
動
資
金
の
す
べ
て
を
ポ

ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
ま
か
な
っ
た
。
久
野
は

海
苔
の
養
殖
や
養
豚
に
も
挑
戦
し
、
多
角

経
営
を
行
な
い
、
耕
地
面
積
も
収
穫
量
も

県
下
一
と
い
わ
れ
た
が
、
愛
知
用
水
運
動

を
始
め
て
か
ら
は
人
手
が
足
り
ず
、
ま
た

資
金
捻
出
の
た
め
に
土
地
や
家
屋
を
手
放

し
て
い
っ
た
。

１
９
５
４
年
（
昭
和
29
）
に
は
一
切
の
運

動
資
金
を
個
人
資
産
で
ま
か
な
っ
て
い
た

久
野
が
、
破
産
宣
告
を
受
け
る
。
愛
知
用

水
運
動
の
資
金
を
捻
出
す
る
た
め
に
始
め

た
〈
愛
知
農
林
物
産
〉
と
い
う
会
社
が
、

倉
庫
の
品
物
を
盗
難
さ
れ
た
こ
と
で
手
形

の
不
渡
り
を
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

久
野
の
窮
状
と
こ
れ
以
上
の
負
担
を
見

か
ね
た
期
成
同
盟
会
の
幹
部
か
ら
、「
今
後

は
用
水
運
動
か
ら
手
を
引
く
よ
う
に
」
と

宣
告
さ
れ
、
久
野
は
失
意
の
ど
ん
底
に
落

ち
た
。
そ
の
久
野
が
立
ち
直
る
き
っ
か
け

を
与
え
て
く
れ
た
の
が
、
京
都
に
あ
る

一
燈
園

い
っ
と
う
え
ん

で
あ
る
。
１
９
０
４
年
（
明
治
37
）
、

西
田
天
香

て
ん
こ
う

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
「
自
然
に

か
な
っ
た
生
活
を
す
れ
ば
、
人
は
何
物
を

も
所
有
し
な
い
で
も
、
ま
た
働
き
を
金
に

換
え
な
い
で
も
、
許
さ
れ
て
生
か
さ
れ
る
」

と
い
う
信
条
の
も
と
に
、
常
に
懺
悔
の
心

を
持
っ
て
、
無
所
有
奉
仕
の
生
活
を
行
な

っ
て
い
る
。

久
野
は
一
燈
園
で
生
活
す
る
う
ち
に
、

独
り
よ
が
り
に
な
っ
て
い
た
自
ら
を
反
省

し
、
再
生
し
た
の
で
あ
っ
た
。

久
野
の
祈
り

１
９
５
１
年
（
昭
和
26
）
ダ
ム
で
水
没
す

る
王
滝
村
と
三
岳
村
（
現
・
木
曽
町
三
岳
）

が
、
ダ
ム
建
設
反
対
同
盟
を
組
織
し
、
反

対
運
動
を
展
開
し
た
。
久
野
は
村
へ
何
度

も
足
を
運
び
、
移
転
予
定
の
１
４
０
戸
す

べ
て
を
回
っ
て
頭
を
下
げ
、
理
解
を
求
め

た
。
愛
知
用
水
運
動
は
既
に
久
野
た
ち
農

民
の
手
を
離
れ
、
国
家
事
業
に
な
っ
て
い

た
が
、
水
源
地
で
反
対
運
動
が
起
き
た
と

聞
い
て
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。

久
野
が
王
滝
村
の
常
宿
に
し
て
い
た
小

林
旅
館
は
村
議
会
の
議
長
が
経
営
し
て
お

り
、
当
然
反
対
派
の
側
に
い
た
。
わ
ざ
わ

ざ
居
心
地
の
悪
い
宿
を
選
ん
だ
と
こ
ろ
も

久
野
ら
し
い
。

ま
た
、
工
事
中
に
出
た
56
人
の
犠
牲
者

を
悼
み
、
ダ
ム
の
土
で
観
音
菩
薩
像
を
つ

く
り
供
養
し
て
い
る
。
犠
牲
者
を
出
し
た

こ
と
へ
の
後
悔
と
苦
悩
は
、
の
ち
に
献
体

団
体
〈
不
老
会
〉
を
組
織
す
る
こ
と
で
収

ま
っ
て
い
っ
た
。

世
界
銀
行
の
融
資
を
受
け
る

用
水
運
動
が
進
展
し
、
農
林
省
（
当
時
）

に
よ
る
現
地
調
査
が
進
む
に
つ
れ
、
建
設

費
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
額
は

知
多
半
島
の
農
民
が
負
え
る
金
額
で
は
な

く
、
県
は
お
ろ
か
国
に
さ
え
予
算
の
確
保

は
お
ぼ
つ
か
な
か
っ
た
。

資
金
難
の
解
決
策
と
し
て
「
余
剰
農
産

物
見
返
り
資
金
」
と
「
世
界
銀
行
に
よ
る
、

敗
戦
国
に
対
す
る
復
興
開
発
資
金
融
資
」

が
上
げ
ら
れ
た
。〈
農
業
開
発
公
社
〉
を
設

立
し
て
調
達
を
図
ろ
う
と
し
た
農
林
省
に

対
し
て
、
世
界
銀
行
は
「
特
定
地
域
の
復

興
事
業
で
あ
る
こ
と
」「
灌
漑
用
水
な
ど
の

開
発
に
は
地
元
住
民
の
３
分
の
２
以
上
の

同
意
」
を
求
め
て
き
た
。
こ
う
し
て
〈
農

業
開
発
公
社
〉
構
想
は
〈
愛
知
用
水
公
社

（
当
時
）〉
設
立
へ
と
方
針
転
換
さ
れ
た
。

〈
愛
知
用
水
公
社
〉
は
世
界
銀
行
の
指
導

の
も
と
、
シ
カ
ゴ
に
本
社
を
お
く
エ
リ
ッ
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都
市
開
発
ブ
ー
ム
、 

地
価
上
昇 

消
費
税
3
％
実
施 

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
消
滅 

温
暖
化
防
止
京
都
会
議 

経
済
格
差
の
拡
大
、 

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
顕
在
化 

愛
・
地
球
博

土
地
の
デ
フ
レ
収
束
、 

16
年
ぶ
り
に
上
昇
に
 

世
界
的
な
株
価
暴
落
、 

円
の
急
騰
 

朝
鮮
戦
争

神
武
景
気

 

 

 

 
 

 

 

J
R
発
足 

55
年
体
制
の
崩
壊 

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
 

つ
く
ば
万
博
 

関
西
国
際
空
港
開
港 

阪
神
・
淡
路
大
震
災

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

新
潟
県
中
越
大
震
災 

ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震 

米
国
同
時
多
発
テ
ロ 

サ
ッ
カ
ー
W
杯 

日
韓
共
同
開
催 

 
 

5
月
5
日
　
久
野
庄
太
郎
、農
聖
山
崎
延
吉
を
安
城
の
自

宅
に
訪
問
、木
曽
川
か
ら
の
用
水
運
動
を
相
談
。

5
月
6
日
　
ま
た
、農
林
省
京
都
農
地
事
務
局
訪
問
後
、

愛
知
県
農
地
部
長
に
相
談
、「
技
術
的
に
可
能
性
は
充
分

あ
り
」
と
回
答
を
得
る
。

6
月
25
日
　
地
元
有
志
に
よ
る
愛
知
用
水
実
現
の
運
動

開
始
。
朝
倉
（
現
・
知
多
市
）
の
魚
屋
旭
屋
の
２
階
で
農

村
同
志
会
の
下
打
ち
合
せ
を
行
な
う
。
参
加
者
は
久
野
、

緋
田
工
（
あ
け
だ 

た
く
み
　
元
・
特
別
高
等
警
察
）、田
村

京
平
（
愛
知
県
教
育
農
業
協
同
組
合
連
知
多
支
部
次
長
）、

明
壁
京
一
（
同
支
部
技
師
）、三
好
富
雄
（
愛
知
県
耕
地
課

係
長
）
の
５
人
。

6
月
25
日
　
森
信
蔵
半
田
市
長
に
既
成
会
会
長
を
依
頼
。

7
月
18
日
（
日
）
中
部
日
本
新
聞
尾
張
版
に
「
発
展
す
る

知
多
の
夢
。
そ
の
名
も
愛
知
用
水
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

る
。
こ
れ
を
読
ん
だ
安
城
農
林
高
校
教
員 

浜
島
辰
雄
は
、

久
野
を
訪
ね
て
意
気
投
合
す
る
。

久
野
、浜
島
で
現
地
踏
査
。

8
月
ご
ろ
、浜
島
の
手
に
よ
る
愛
知
用
水
概
要
図
完
成
。

10
月
1
日
　
知
多
半
島
の
1
市
25
町
村
す
べ
て
が
参
加

す
る
愛
知
用
水
開
発
期
成
会
が
設
立
さ
れ
る
。

12
月
24
日
　
吉
田
茂
首
相
に
愛
知
用
水
の
建
設
を
陳
情
。

浜
島
辰
雄
、半
田
高
等
学
校
農
業
課
程
へ
転
勤
。

7
月
25
日
　
伊
藤
開
拓
局
長
の
指
示
に
よ
り
、農
林

省
の
直
轄
調
査
が
始
ま
る
。

9
月
15
日
　
愛
知
用
水
開
発
期
成
同
盟
会
結
成 

同

盟
会
長
に
は
森
信
蔵
半
田
市
長
。

5
月
5
日
　
森
半
田
市
長
、世
界
銀
行
に
橋
渡
し
。

7
月
12
〜
16
日
高
松
宮
殿
下
愛
知
用
水
地
域
を
視
察
。

5
月
　
桑
原
幹
根
愛
知
県
知
事
に
よ
る
支
援
を
受
け

る
。
そ
の
後
の
豊
川
用
水
、矢
作
用
水
事
業
に
も
尽
力
。 

10
月
10
日
　
農
林
省
木
曽
川
水
系
綜
合
農
業
水
利
事

務
所
が
名
古
屋
に
開
設
さ
れ
る
。 

ダ
ム
で
水
没
す
る
王
滝
村
と
三
岳
村
が
ダ
ム
建
設
反

対
同
盟
を
組
織
し
、反
対
運
動
を
展
開
。 

8
月
31
日
　
浜
島
辰
雄
、愛
知
用
水
事
業
の
本
格
推

進
の
た
め
、教
師
を
退
職
す
る
。 

11
月
6
日
　
世
界
銀
行
日
本
経
済
調
査
団
が
来
日
。

日
本
政
府
に
よ
っ
て
世
界
銀
行
融
資
に
つ
き 

最
初

の
折
衝
。 

一
切
の
運
動
資
金
を
個
人
資
産
で
ま
か
な
っ
て
い
た
久

野
が
、事
業
の
失
敗
に
よ
っ
て
破
産
宣
告
を
受
け
る
。 

2
月
19
日
　
農
林
省
清
野
技
術
課
長
、世
界
銀
行
借

款
予
備
交
渉
の
た
め
渡
米
。

9
月
30
日
　
愛
知
用
水
事
業
基
本
計
画
の
概
要
が
告

示
さ
れ
る
。

10
月
10
日
　
愛
知
用
水
公
団
設
立
。
名
古
屋
に
本
部

を
設
置
。

5
月
4
日
　
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
Ｅ
Ｆ
Ａ

社
と
の
技
術
援
助
協
定
を
締
結
。

8
月
9
日
　
世
界
銀
行
借
款
契
約
、及
び
政
府
保
証

契
約
調
印
（
ブ
ラ
ッ
ク
世
界
銀
行
総
裁
、朝
海
駐
米

大
使
、浜
口
公
団
総
裁
）。

11
月
5
日
　
三
好
池
工
事
に
着
手
。

11
月
17
日
　
長
野
営
林
局
と
王
滝
森
林
鉄
道
の
付
替

に
つ
い
て
協
定
を
締
結
。

11
月
17
日
　
牧
尾
ダ
ム
工
事
（
仮
排
水
ト
ン
ネ
ル
）

に
着
手
。

12
月
2
日
　
愛
知
県
知
事
は
公
団
に
対
し
名
古
屋
南

部
臨
海
工
業
地
帯
造
成
に
伴
い
、工
業
用
水 

5
㎥
／

s
の
追
加
を
要
請
。

　　　　　

　

 

　

 

　　　

　

　

 

　

 

　

　

 

　 

　

 

　

 

3
月
27
日
　
愛
知
用
水
二
期
調
査
所
開
設
。 

 9
月
14
日
　
長
野
県
西
部
地
震
（
M
6.8
）
に
よ
り
、牧

尾
ダ
ム
（
御
岳
湖
）
に
大
量
の
土
砂
が
流
入
。 

2
月
28
日
　
愛
知
用
水
建
設
負
担
金
完
納
。

4
月
1
日
　
阿
木
川
ダ
ム
管
理
開
始
。

7
月
31
日
　
通
水 

30
周
年
を
記
念
し
て
、水
源
地
と

関
係
受
益
市
町
村
の
首
長
に
よ
る
「
愛
知
用
水
サ

ミ
ッ
ト
」
開
催
。

8
月
28
日
　
愛
知
用
水
感
謝
祭（
水
源
地
と
の
交
流
）

記
念
碑
建
立
、水
源
地
へ
の
感
謝
の
集
い
。

9
月
21
日
　
愛
知
用
水
感
謝
祭
記
念
式
典
。

5
月
26
日
　
愛
知
用
水
土
地
改
良
区
創
立
40
周
年
記

念
牧
尾
ダ
ム
で
植
樹
祭
。

5
月
26
日
　
異
常
渇
水
に
よ
り
牧
尾
ダ
ム
が
枯
渇
す

る
。

3
月
　
牧
尾
ダ
ム
推
砂
対
策
事
業
開
始
。

12
月
1
日
　
味
噌
川
ダ
ム
管
理
開
始
。

4
月
8
日
　
久
野
庄
太
郎
、急
性
心
不
全
に
て
成
願
。 

 5
月
25
日
　
愛
知
用
水
土
地
改
良
区
創
立
50
周
年
記

念
植
樹
。

10
月
　
水
資
源
開
発
公
団
が
独
立
行
政
法
人
水
資
源

機
構
へ
移
行
。 

10
月
16
日
　
愛
知
用
水
二
期
工
事 

竣
工
式
。 

 3
月
　
東
郷
調
整
池
（
愛
知
池
）
に
て
、小
水
力
発
電

設
備
運
転
開
始
。 

3
月
　
愛
知
用
水
二
期
事
業
完
了
（
水
路
系
）。 

1
月
27
日
　
愛
知
用
水
が
疏
水
百
選
に
認
定
。

10
月
19
日
　
牧
尾
ダ
ム
推
砂
対
策
事
業
完
了
報
告
会
。

3
月
　
二
期
事
業
建
設
工
事
完
了
。 

通
水
50
周
年
。

 

　

 

 

 

　

　

 
 

中
部
地
方
大
旱
魃
、特
に
知
多
半
島
は
災
害
激
甚
。

3
月
　
久
野
庄
太
郎
、昭
和
天
皇
巡
業
の
折
、農
業
問

題
を
ご
進
講
。
陛
下
か
ら
激
励
を
受
け
木
曽
川
疎
水

の
決
心
を
す
る
。

  
 

 

 

  

（独）水資源機構関連資料より、
編集部で作成



ク
・
フ
ロ
ア
ー
社
（
Ｅ
Ｆ
Ａ
）
と
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
契
約
を
結
ん
だ
。
Ｅ
Ｆ
Ａ
社
は
大

型
土
木
機
械
の
使
用
や
設
計
技
術
の
標
準

化
、
安
全
へ
の
意
識
な
ど
、
そ
れ
ま
で
の

日
本
に
な
い
や
り
方
を
持
ち
込
み
、
の
ち

の
日
本
の
土
木
技
術
に
大
き
な
足
跡
を
残

し
た
。

水
源
と
な
る
ダ
ム
は
、
当
初
二
子
持
地

区
に
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
つ
く

る
予
定
だ
っ
た
が
、
槇
尾
橋
付
近
に
ロ
ッ

ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
つ
く
る
場
合
に
比
べ
70

億
円
も
余
計
に
費
用
が
発
生
す
る
と
し
て
、

世
界
銀
行
は
農
林
省
の
計
画
を
退
け
た
。

Ｅ
Ｆ
Ａ
社
も
「
地
質
的
に
可
能
」
と
い
う

結
論
を
出
し
、
牧
尾
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム

に
決
定
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
世
界
銀
行
は
単
な
る
融

資
に
留
ま
ら
ず
、
貸
し
た
金
の
使
い
道
に

ま
で
責
任
を
放
棄
せ
ず
介
入
し
て
き
た
。

「
世
界
銀
行
か
ら
融
資
を
受
け
る
」
こ
と
は
、

間
接
的
に
信
用
を
増
す
こ
と
に
も
つ
な
が

っ
た
と
い
え
よ
う
。

ち
な
み
に
半
田
市
長
で
〈
愛
知
用
水
開

発
期
成
同
盟
会
〉
会
長
の
森
は
、
戦
前
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
大
学
を
卒
業
後
、
新

聞
記
者
と
し
て
30
年
間
ア
メ
リ
カ
に
駐
在

し
た
経
験
を
持
ち
、
世
界
銀
行
の
ガ
ー
ド

ナ
ー
副
総
裁
と
も
知
己
の
間
柄
だ
っ
た
。

渡
米
の
際
に
は
農
村
同
志
会
と
〈
愛
知
用

水
開
発
期
成
同
盟
会
〉
が
中
心
と
な
っ
て

つ
く
っ
た
論
文
「
愛
知
用
水
の
趣
旨
と
理

想
」（
１
９
４
９
年
９
月
）（A

ichiIrrigation

System

—It's
P
rospects

&
 Ideal

）
を
翻

訳
し
て
ガ
ー
ド
ナ
ー
に
手
渡
す
な
ど
、
橋

渡
し
の
役
を
担
っ
た
。

困
難
な
工
事

牧
尾
ダ
ム
本
体
に
先
駆
け
て
、
仮
排
水

路
工
事
が
進
行
し
て
い
た
矢
先
、
火
山
性

愛
知
用
水
メ
ソ
ッ
ド

愛
知
用
水
の
よ
う
な
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行

な
わ
れ
る
と
、
そ
こ
で
開
発
さ
れ
た
技
術
は
応
用
さ

れ
、
進
化
し
て
、
次
々
と
伝
播
し
て
い
く
も
の
だ
。

一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
わ
る
ご
と
に
螺
旋
階

段
を
登
る
よ
う
に
技
術
水
準
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
、

と
（
独
）
水
資
源
機
構
の
愛
知
用
水
総
合
管
理
所
所

長
井
爪
宏
さ
ん
は
言
う
。

例
え
ば
山
や
川
や
溜
め
池
、
道
路
を
越
え
て
い
く

に
は
、
サ
イ
ホ
ン
や
ポ
ン
プ
、
ト
ン
ネ
ル
が
必
要
に

な
る
。
す
る
と
１
ｍ
あ
た
り
の
工
事
費
が
高
額
に
な

る
か
ら
、
愛
知
用
水
は
で
き
る
だ
け
そ
れ
ら
を
避
け

て
、
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
開
水
路
を
採
用
し
た
結

果
、
水
路
延
長
が
長
く
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
愛
知
用

水
で
は
路
線
選
定
の
目
利
き
が
求
め
ら
れ
た
。

ゆ
っ
た
り
流
れ
る
か
ら
、
水
が
到
達
す
る
ま
で
に

時
間
が
か
か
る
。
こ
れ
が
豊
川
用
水
に
な
る
と
、
だ

ん
だ
ん
日
本
人
の
性
格
が
出
て
き
て
早
く
流
れ
る
よ

う
な
路
線
に
な
る
。
サ
イ
ホ
ン
や
ト
ン
ネ
ル
を
使
っ

て
も
総
延
長
を
短
く
す
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と

愛
知
用
水→

豊
川
用
水→

群
馬
用
水→

香
川
用
水
の

順
に
だ
ん
だ
ん
直
線
的
に
な
っ
て
く
る
。
香
川
用
水

に
至
っ
て
は
図
面
も
定
規
で
引
い
た
よ
う
に
「
一
路

高
松
へ
」
と
ピ
ュ
ー
っ
と
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。

農
業
土
木
が
専
門
で
、
京
都
大
学
の
総
長
も
務
め

た
沢
田
敏
男
さ
ん
も
「
愛
知
用
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
っ
て
創
始
開
発
さ
れ
た
科
学
技
術
的
事
項
」
と
し

て
愛
知
用
水
方
式
を
再
検
証
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

沢
田
敏
男
（
さ
わ
だ
と
し
お
　
１
９
１
９
年
〜
）

農
学
博
士
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
農
業

土
木
、
ダ
ム
工
学
。
１
９
７
９
〜
１
９
８
５
年
京

都
大
学
総
長
。
２
０
０
５
年
文
化
勲
章
受
章
。

日
本
の
用
水
の
歴
史
の
中
で
、
愛
知
用
水
が
果
た

し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
働
き
を
紹
介
し
よ
う
。

１
　
技
術
を
標
準
化
し
た

そ
れ
ま
で
は
専
門
家
の
養
成
は
、
長
と
な
る
人
が

書
い
た
も
の
を
そ
の
と
お
り
に
つ
く
る
徒
弟
制
度
的

な
や
り
方
だ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
式
を
受
け
入
れ
る

こ
と
で
、
図
面
も
設
計
・
積
算
技
術
も
標
準
化
さ
れ

た
。
ま
た
、
土
木
技
術
を
体
系
的
に
ま
と
め
る
こ
と

に
も
貢
献
し
た
。
そ
の
結
果
、
幅
広
い
技
術
力
を
持

つ
技
術
者
の
養
成
が
可
能
と
な
っ
た
。

２
　
長
大
水
路
の
途
中
の
調
整
池
〈
愛
知
池
〉

愛
知
用
水
の
よ
う
な
長
大
水
路
で
中
間
地
点
の
調

整
池
が
果
た
す
役
割
は
、
以
下
の
三
つ
。「
下
流
に

送
る
水
量
を
調
節
す
る
」「
下
流
ま
で
水
を
送
る
時

間
を
短
く
す
る
」「
雨
が
降
っ
て
水
量
が
増
え
た
と

き
に
、
水
を
蓄
え
る
」。
こ
れ
ら
の
結
果
、
水
路
の

断
面
積
を
小
さ
く
し
建
設
コ
ス
ト
を
縮
小
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
水
路
の
末
端
で
生
じ
る
余
水
を

減
ら
し
、
水
の
有
効
利
用
に
貢
献
で
き
る
。

３
　
高
圧
サ
イ
ホ
ン
の
実
現

川
や
溜
め
池
、
道
路
を
迂
回
す
る
た
め
に
地
下
に

水
を
通
す
に
は
、
サ
イ
ホ
ン
原
理
が
用
い
ら
れ
、
入

口
を
出
口
よ
り
高
く
し
て
水
を
流
す
。
１
g
あ
た
り

１
〜
２
㎏
、
水
圧
に
直
す
と
10
〜
20
ｍ
を
標
準
に
し

て
い
た
が
、
愛
知
用
水
は
30
〜
40
ｍ
ま
で
高
め
た
。

こ
の
技
術
開
発
の
お
蔭
で
、
深
い
谷
を
一
気
に
抜
け

て
い
く
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
。

４
　
チ
ェ
ッ
ク
ゲ
ー
ト
の
無
動
力
化
・
自
動
化

初
代
チ
ェ
ッ
ク
ゲ
ー
ト
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ネ
ル

ピ
ッ
ク
社
が
開
発
し
た
無
動
力
ゲ
ー
ト
を
全
39
カ
所

中
19
カ
所
に
採
用
。
こ
れ
ら
の
無
動
力
ゲ
ー
ト
は
、

上
流
側
の
水
位
を
一
定
に
保
つ
仕
組
み
を
持
ち
、
電

気
な
ど
を
使
わ
ず
無
人
で
行
な
う
も
の
で
、
ア
ミ
ル

（
上
流
の
意
）
ゲ
ー
ト
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
上
流
側

の
水
位
が
下
が
る
と
ゲ
ー
ト
が
閉
じ
て
水
位
を
回
復

さ
せ
、
水
位
が
上
が
り
過
ぎ
る
と
ゲ
ー
ト
を
開
い
て

元
の
水
位
に
戻
し
て
、
上
流
側
の
水
位
が
一
定
に
な

る
よ
う
に
す
る
仕
組
み
。

二
期
事
業
で
は
、
無
動
力
ゲ
ー
ト
の
自
動
化
と
、

さ
ら
な
る
改
良
版
と
し
て
フ
ロ
ー
ト
式
ゲ
ー
ト
（
商

品
名：

ウ
ォ
ッ
チ
マ
ン
型
ゲ
ー
ト
）
を
全
31
カ
所
中

22
カ
所
に
採
用
。
そ
の
後
も
改
良
を
重
ね
、
現
在
で

は
６
タ
イ
プ
あ
る
。
中
で
も
、
一
つ
の
ゲ
ー
ト
で

上
・
下
流
の
水
位
を
一
定
に
す
る
ゲ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
水
資
源
機
構
が
特
許
の
一
部
を
取
得
し
て
い
る
。

５
　
幹
線
水
路
に
水
を
貯
留
さ
せ
る

チ
ェ
ッ
ク
ゲ
ー
ト

チ
ェ
ッ
ク
ゲ
ー
ト
間
に
水
を
溜
め
る
機
能
を
、
上

下
流
水
位
一
定
型
ゲ
ー
ト
の
操
作
を
行
な
う
こ
と
で

可
能
と
す
る
仕
組
み
。
水
を
溜
め
る
た
め
に
ダ
ム
を

つ
く
ろ
う
と
す
る
と
、
土
地
を
た
く
さ
ん
買
収
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
し
、
生
態
系
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。

チ
ェ
ッ
ク
ゲ
ー
ト
間
で
水
位
を
上
げ
て
、
水
路
に
水

を
蓄
え
ら
れ
れ
ば
ダ
ム
が
不
要
に
な
る
。
い
わ
ば
、

棚
田
の
発
想
で
あ
る
。
上
下
流
水
位
一
定
式
ゲ
ー
ト

は
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
ゲ
ー
ト
で
あ
る
。
愛

知
用
水
で
は
こ
の
方
法
で
、
幹
線
水
路
の
水
位
を
25

㎝
嵩か

さ

上
げ
し
て
５
〜
６
万
ｔ
の
水
を
余
分
に
蓄
え
て

い
る
。
水
路
に
水
を
溜
め
る
と
い
う
発
想
は
、
筑
後

川
下
流
の
貯
留
堀
（
ク
リ
ー
ク
）
に
も
見
ら
れ
る
。

６
　
中
壁
を
施
工
（
二
期
工
事
）

農
業
用
水
は
冬
場
に
使
用
量
が
減
る
し
、
一
時
的

な
断
水
は
問
題
に
な
ら
な
い
の
で
修
理
が
で
き
る

が
、
都
市
用
水
は
年
間
を
通
し
て
使
用
量
が
変
わ
ら

ず
断
水
も
で
き
な
い
の
で
、
修
理
の
た
め
に
中
壁
を

設
け
た
。

愛
知
用
水
は
溜
め
池
を
避
け
た
分
、
用
地
買
収
が

必
要
に
な
っ
た
が
、
そ
こ
で
用
地
を
確
保
し
て
い
た
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フロート式上下流水位一定ゲートの概念図

水資源機構提供のデータをもとに編集部で作図

下限水位

上限水位

幹線水位

分水口

下流側設定水位

貯留容量

・ゲート上流側の幹線水位を、上限水位と下限水位の間で優先的に管理する。
・ゲート下流水位が設定水位より低下した場合は、
ゲート上流側の貯留量の範囲内で放流する。

・無動力で自動的に制御を行なうため、人為的なゲート開度の操作は不要。

ゲートの無動力化・自動化 



9 愛知用水概説

ガ
ス
が
発
生
し
て
爆
発
が
起
き
た
。
こ
の

事
故
で
、
愛
知
用
水
工
事
で
最
初
の
犠
牲

者
が
出
て
し
ま
っ
た
。
１
９
６
０
年
（
昭
和

35
）
７
月
に
は
、
台
風
11
号
の
襲
来
に
よ

っ
て
仮
設
ダ
ム
の
一
部
が
流
失
し
て
し
ま

う
。多

く
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
工
事
は
１

９
６
１
年
５
月
28
日
、
わ
ず
か
５
年
の
工

期
で
完
了
し
た
。

用
途
転
用
と
二
期
事
業

水
に
乏
し
い
知
多
半
島
の
簡
易
水
道
で

は
、
夏
の
渇
水
期
に
は
断
水
が
日
常
化
し

た
。
ま
た
、
名
古
屋
南
部
臨
海
工
業
地
帯

の
発
展
に
伴
っ
て
地
下
水
が
大
量
に
汲
み

上
げ
ら
れ
、
地
盤
沈
下
や
地
下
水
に
塩
分

が
多
量
に
含
ま
れ
る
な
ど
の
問
題
も
顕
在

化
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
愛
知
県
初
の
県
営

水
道
事
業
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

１
９
５
７
年
（
昭
和
32
）
に
認
可
を
受
け
、

18
市
町
の
約
30
万
人
を
給
水
人
口
と
し
、

水
源
を
愛
知
用
水
に
求
め
た
。
そ
の
後
、

急
激
な
伸
び
を
示
し
た
水
道
用
水
需
要
の

た
め
、
三
期
に
わ
た
る
拡
張
事
業
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。

１
９
８
１
〜
２
０
０
４
年
（
昭
和
56
〜
平

成
16
）
、
幹
線
水
路
の
二
連
化
、
支
線
水
路

の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
が
愛
知
用
水
二
期
事

業
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。

ま
た
１
９
９
５
〜
２
０
０
６
年
（
平
成
７

〜
18
）
に
は
、
１
９
８
４
年
（
昭
和
59
）
９

月
14
日
に
発
生
し
死
者
、
行
方
不
明
者
29

名
の
犠
牲
者
を
出
し
た
長
野
県
西
部
地
震

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.8
）
で
流
入
し
た
土
砂

を
取
り
除
く
、
牧
尾
ダ
ム
堆
砂
対
策
事
業

が
行
な
わ
れ
た
。

か
ら
、
二
期
工
事
で
水
路
を
広
げ
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
。

７

ト
ン
ネ
ル
の
全
断
面
掘
削
工
法

そ
れ
ま
で
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
上
部
半
分
を
掘
っ
て

支
保
工
で
補
強
し
て
か
ら
、
下
部
半
分
を
掘
っ
て
い

た
。
愛
知
用
水
で
は
大
型
機
械
を
入
れ
て
全
断
面
で

掘
っ
た
の
で
工
事
期
間
が
短
縮
さ
れ
た
。

８

Ｐ
Ｓ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
法

通
常
は
鉄
筋
を
入
れ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す

る
が
、
鉄
筋
の
代
わ
り
に
あ
ら
か
じ
め
引
っ
張
っ
て

お
い
た
ピ
ア
ノ
線
を
用
い
る
。

す
る
と
ピ
ア
ノ
線
が
戻
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
張
力
が
生
じ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
曲
げ
る
力
に
対

し
て
強
く
な
る
。
Ｐ
Ｓ
と
い
う
の
は
プ
レ
・
ス
ト
レ

ス
ト
（P

restressed

）
の
略
。
あ
ら
か
じ
め
ス
ト

レ
ス
を
溜
め
て
お
く
と
い
う
意
味
。
こ
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
急
流
箇
所
に
使
用
す
る
の
は
、
愛
知
用
水
が

初
め
て
。

９

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ラ
イ
ニ
ン
グ
工
法

そ
れ
ま
で
の
水
路
は
、
土
が
剥
き
出
し
が
普
通
だ

っ
た
。
も
と
も
と
土
水
路

ど
す
い
ろ

で
あ
っ
て
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
役
目
は
土
が
流
れ
な
い
よ
う
に
押
さ
え
て
い
れ

ば
い
い
、
と
い
う
考
え
で
、
鉄
筋
も
入
っ
て
い
な
い

10
㎝
の
薄
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
張
っ
て
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ア
ク
ア
ダ
ク
ト
の
技
術
が
導
入
さ
れ

た
も
の
で
、
工
事
費
が
安
く
で
き
る
。
常
願
寺
川
の

よ
う
に
洗
掘
防
止
の
た
め
に
石
積
み
を
し
た
例
は
あ

る
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
で
覆
っ
た
と

い
う
の
は
珍
し
か
っ
た
。

こ
れ
は
洗
掘
防
止
と
と
も
に
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に

す
る
、
つ
ま
り
粗
度
係
数
を
高
め
る
働
き
を
す
る
。

10

フ
ィ
ル
ダ
ム
工
学

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
主
体
と
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ

ム
と
は
異
な
り
、
天
然
の
土
砂
や
岩
石
を
盛
り
立
て

て
築
く
工
法
。
牧
尾
ダ
ム
は
、
中
心
に
土
で
水
を
通

さ
な
い
コ
ア
を
つ
く
り
、
両
側
に
岩
を
積
む
〈
ロ
ッ

ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
〉
と
い
う
工
法
で
つ
く
ら
れ
た
。

ダ
ム
サ
イ
ト
の
地
盤
が
堅
固
で
な
い
、
近
隣
か
ら

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
骨
材
が
得
ら
れ
な
い
な
ど
の
理
由

で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
の
建
設
が
困
難
な
場
合
に
、

フ
ィ
ル
ダ
ム
が
採
用
さ
れ
る
。

11

グ
ラ
ウ
ト
工
法

グ
ラ
ウ
ト
と
い
う
の
は
、
一
種
の
ひ
び
割
れ
。
グ

ラ
ウ
ト
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
詰
め
も
の
を
し
て
補
強

す
る
際
に
、
圧
力
を
か
け
る
と
奥
ま
で
入
っ
て
い
く

が
、
周
辺
の
組
織
を
壊
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。

だ
か
ら
、
な
る
べ
く
壊
さ
な
い
よ
う
に
奥
ま
で
入
れ

る
兼
ね
合
い
が
難
し
く
、
そ
の
技
術
が
開
発
さ
れ
た
。

12

間
隙
水
圧
消
散
工
法
（
イ
ン
タ
ー
セ
プ
タ
ー
、

ド
レ
ー
ン
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
）

土
は
粒
子
で
で
き
て
い
る
の
で
、
ど
ん
な
に
圧
力

を
か
け
て
転
圧
し
て
も
元
に
戻
ろ
う
と
す
る
。
そ
の

と
き
に
土
の
粒
子
に
く
っ
つ
い
た
水
の
表
面
張
力
が

一
番
大
き
い
力
と
な
り
、
水
が
増
え
す
ぎ
る
と
土
を

浮
か
す
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
ド
レ
ー
ン
ブ
ラ
ン
ケ

ッ
ト
を
差
し
込
ん
で
お
い
て
そ
の
圧
力
を
人
工
的
に

抜
く
。
沢
田
敏
男
教
授
が
考
案
し
た
工
法
。

土
を
盛
り
上
げ
て
つ
く
っ
た
愛
知
池
で
最
初
に
採

用
さ
れ
た
。
ぬ
か
漬
け
を
つ
く
る
ぬ
か
床
の
水
を
抜

く
の
に
、
穴
の
開
い
た
器
を
入
れ
て
お
く
の
と
同
じ

原
理
。

13

不
透
水
性
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
工
法

堤
を
つ
く
る
際
に
土
を
転
圧
し
て
強
固
な
も
の
に

す
る
が
、
土
の
性
質
に
よ
っ
て
は
い
く
ら
転
圧
し
て

も
強
く
な
ら
な
い
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
表
面
に
粘

土
状
の
も
の
を
貼
り
付
け
て
強
く
す
る
工
法
。
現
在

で
は
ゴ
ム
シ
ー
ト
を
貼
り
付
け
た
り
す
る
。

愛
知
池
は
、
周
囲
１
０
０
０
ｍ
の
堤
帯
す
べ
て
に

施
工
し
て
い
る
珍
し
い
例
。
田
ん
ぼ
の
畦
塗
り
と
同

じ
原
理
。

14

サ
ン
ド
ド
レ
ー
ン
工
や
リ
リ
ー
フ
ウ
ェ
ル

サ
ン
ド
ド
レ
ー
ン
工
は
、
ケ
ー
シ
ン
グ
（
鉄
管
）

を
打
ち
込
み
、
砂
杭
を
形
成
す
る
こ
と
で
圧
密
促
進

を
図
る
、
軟
弱
な
粘
性
地
盤
へ
の
対
策
工
法
。
リ
リ

ー
フ
ウ
ェ
ル
は
、
地
盤
の
浸
透
圧
を
下
げ
る
た
め
に

透
水
層
内
に
設
置
し
た
排
水
用
井
戸
。

い
ず
れ
も
悪
さ
を
す
る
圧
力
を
、
あ
ら
か
じ
め
抜

い
て
し
ま
う
工
法
。

15

畑
地
灌
漑
法
の
確
立

そ
れ
ま
で
日
本
に
は
畑
地
灌
漑

か
ん
が
い

は
な
か
っ
た
。
ユ

タ
大
学
の
ビ
シ
ョ
ッ
プ
教
授
（A

.A
lvin

B
ishop

）
が

招
聘
さ
れ
、
一
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
。
愛
知
用
水

は
試
験
研
究
所
を
つ
く
り
、
畑
地
灌
漑
技
術
の
修
得

を
実
践
的
に
行
な
っ
た
。

16

水
路
に
お
け
る
小
水
力
発
電

愛
知
池
で
、
池
の
高
さ
20
ｍ
を
利
用
し
て
発
電
し

て
い
る
。
庁
舎
の
電
灯
を
こ
の
電
力
で
ま
か
な
っ
て

い
る
ほ
か
、
売
電
し
て
収
入
を
得
て
い
る
。
発
電
量

は
１
０
０
０
kW
ｈ
。
今
、
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
（
２
０
０
２
年

〈
平
成
14
〉
に
施
行
さ
れ
た
、
電
気
事
業
者
に
よ
る

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利
用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
）

で
、
こ
の
よ
う
な
小
水
力
発
電
を
推
奨
す
る
た
め
に
、

売
電
時
に
少
し
上
乗
せ
が
あ
る
。
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